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= argu,欝Pr(Y=y笹 -x*,p)Pr(Ⅹ=Ⅹ*lK) (13)
尤度関数 Pr(Ⅹ-Ⅹ*,Y-y'lp,K)のpとKに対する極値の条件から実際の計算におい
てはβと11,は以下の方程式から決定される.







(A,Il)- arg諾酢 p,K)-argu,a汚 pr(Ⅹ-X,Y-y*lp,K)
- ar誓 言痔 pr(Y-y*fX-x,p)PrtⅩ-XlIt')
(15)
(16)




















































































































本節では図 1(a)に示す 4階調 (q-4)の原画像 x'および劣化画像y*に対して数値実
験の結果を与える.
図 1(b)の劣化画像y*は (q-1)p' -0･3と設定して式 (1)に従って生成されたもので
ある.原画像 Ⅹ*および劣化画像y*からd(Ⅹ*,y*)および J2(Ⅹ*)を直接評価した場合
(読 )d(Ⅹ*,y*)- 0･29727っ (這万)q2(x*)-0･10036
という値が与えられるが,第 4節に与えられた推定法で対応する値を評価した場合







J^ぉよび J(β,Ii,)の値は式 (46)の値を下にして第 2節で与えられた各方法にもとづいて
評価されている. 拘束条件付き最適化の方法はハイパーパラメータjを絶対零度におい
(a) (b)












図 2‥図 1(b)に与えられた劣化画像 yリ こ対して得られた修復画像 文. (a)拘束条
件付き最適化と平均場近似 (i- 0.57969,d(丈,y*)/(MN)と0.05916).(b)拘束条件付
き最適化とベ-テ近似･ (J - 0･58052,d(支,y*)/(MN)ct0.05730). (C)最尤推定と平
均場近似. (J(β,Ii')- 0.54704,d(丈,y*)/(MN)竺0.06085). (d)最尤推定とベ-テ近
似.(J(i,K)- 0.59177,d(i,y*)/(MN)と0.05844).(e)最大周辺尤度推定と平均場近
似.(J(β,Ii')-0.36937,d(文,y*)/(MN)と0.13367).(f)最大周辺尤度推定とベ-テ近似.
(J(i,Ii')-0･47121,d(丈,y*)/(MN)ctO･08759)･
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